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　　　The aim of this report is to re-examine community learning from an educational 
viewpoint. In recent years, community learning has been developed among local 
governments in Japan as one of the lifelong education programs.
　　　The education theory that this report pays attention to is ESD (Education for 
Sustainable Development), because ESD aims for sustainable social development, 
including the local area around us.
　　　"Choice" and "characterization" are mainly examined as characteristics of 
community learning. In this consideration, an artificial intelligence study on deep 
learning is referred to.
　　　Furthermore, as examples of community learning, the programs of kominkans 
(community learning centers) in Okayama-city and seminar training in Onomichi-city in 
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な取り組みとしては、2005 年から 2014 年までの「国連持続可能な開発のための教育の 10
年（DESD：UN Decade of Education for Sustainable Development）」や、ポスト DESD
として 2014 年に採択された「ESD に関するグローバル・アクションプログラム（GAP：
The Global Action Programme on Education for Sustainable Development ）」といった
国連の教育政策の展開を挙げることができる。
　国連 ESD 政策の中で、地域の学習は、ESD の教育理念を実質的に推し進める要として
位置づけられている。DESD のリードエージェンシーである UNESCO が 2005 年に発表













　岡山では、市長を本部長とする岡山市 ESD 推進本部を設置して、全庁挙げて ESD を




岡山地域で推進していく ESD のあり方などについて協議を行うなどしている。2016 年 3
月 1 日現在、岡山 ESD プロジェクトには、大学、教育機関、市民団体、企業、メディア、
行政など 246 の組織・団体が参加している。
　岡山が行ってきた ESD プロジェクトは、このように地域の様々な団体組織が連携協力
して、地域全体で ESD を推進している実績が高く評価され、2016 年には、ユネスコ／日
本 ESD 賞が授与された。
　このような地域に根ざした学習活動を中軸に置いて ESD を推進している岡山では、
DESD 最終年の 2014 年に、DESD を総括する「ESD に関するユネスコ世界会議」の関連
会議である「ESD 推進のための公民館-CLC 国際会議」が開催された。この国際会議では、
「岡山コミットメント（約束）2014 〜コミュニティに根ざした学びをとおして ESD を推






























































































































　岡山が、RCE として国連大学から認定された理由の一つは、岡山地域全体で ESD に係
る活動を早くから始め、2005 年からは、「岡山 ESD プロジェクト」として展開している









で ESD に係るプログラムを展開している。そのため、2014 年の「ESD に関するユネス
コ世界会議」の開催に合わせ、岡山の公民館が係わっている ESD の活動についてまとめ、
公表することが計画された。その作成にあたっては、岡山市公民館 ESD 実践集編集委員
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